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「複合交流拠点等整備用地取得費11億円は一時ストップして、市民を交えて計画を再検討すること」

ストップ「市長選前」「9.9判決前」2.9㌶

　
合
意
書
に
反
し
て
４
月
も
続
け
ら
れ
た
埋
設
物
撤
去
工
事
、

土
壌
分
析
も
行
わ
ず
、
何
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
ヒ
素
を
含
む
産
業
廃
棄
物
埋
設
地
の
汚
染
土
壌
は
、
通
常
、

全
面
的
に
入
れ
替
え
ら
れ
ま
す
。
神
立
停
車
場
線
の
廃
棄
物

は
笠
間
の
最
終
処
分
場
に
運
ば
れ
、
成
分
検
査
で
「
ヒ
素
化

合
物
」
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
の
追
及
で
明
ら
か
に

な
り
、
日
立
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ガ
ラ
を
小
美
玉
市
、
つ
く
ば

市
の
再
生
資
源
施
設
へ
搬
入
。
土
壌
分
析
を
せ
ず
に
、
ガ
ラ

を
取
り
出
し
た
残
土
を
埋
め
戻
し
て
い
ま
す
。（
資
料
請
求
で

判
明
）
神
立
駅
西
口
停
車
場
線
の
公
共
道
路
工
事
で
ヒ
素
が

検
出
さ
れ
た
土
地
で
す
。
公
園
、
公
共
施
設
に
ふ
さ
わ
し
い

の
か
土
壌
検
査
・
調
査
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

下
稲
吉
地
区
市
街
地

中
心
の
市
保
有
地
、
ふ

れ
あ
い
公
園
５
千
㎡
に

図
書
館
交
流
施
設
建
設

を
求
め
、
日
立
社
宅
前

2.9
㌶
11
億
円
の
土
地
購

入
差
止
を
要
求
す
る
住

民
訴
訟
の
裁
判
が
進
ん

で
い
ま
す
。

訴
訟
で
は
（
年
寄
り
子

供
）
住
民
が
歩
い
て
通

え
る
場
所
、
市
保
有
地

ふ
れ
あ
い
公
園
付
近
を

使
え
ば
、
土
地
買
収
費

用
は
必
要
な
い
と
訴
え

て
い
ま
す
。

　

坪
井
市
長
は
、
11
億

① 「
複
合
施
設
は
歩
い
て
通
え
る
場
所
と
い
う
の

は
住
民
が
主
に
自
動
車
を
交
通
手
段
と
す
る

方
々
の
施
設
と
し
て
、ふ
れ
あ
い
公
園
は
不
適

切
、主
に
自
動
車
を
交
通
手
段
と
し
て
利
用
し

て
お
り
、当
市
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。」

② 「
令
和
２
年
12
月
に
調
整
池
を
公
園
と
し
て
整

備
す
る
予
定
を
公
表
し
た
も
の
の
、調
整
池
の

中
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
は
困
難
と

判
断
す
る
に
至
り
、現
在
は
、調
整
池
の
周
囲

に
遊
歩
道
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。」

③ 「
本
件
土
地
の
取
得
費
用
に
つ
い
て
、購
入
代

金
は
11
億
円
と
見
込
ま
れ
る
が
、国
の
補
助
金

に
よ
り
賄
わ
れ
約
5
億
円
に
つ
い
て
は
地
方
債

（
市
の
借
金
）の
発
行
に
よ
り
調
達
す
る
予
定

で
あ
る
。過
大
な
支
出
と
は
言
え
な
い
。…
…

1.5
㌶
の
公
園
を
設
置
す
れ
ば
、魅
力
あ
る
交
流

拠
点
と
な
り
…
…
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
の

再
生
に
資
す
る
も
の
と
な
り
財
政
力
指
数
は

全
国
的
に
見
れ
ば
低
い
と
は
言
え
な
い
。」

11億円土地購入
市街地中心の市保有地「ふれあい公園」に図書館・交流施設をつくりましょう！

総
務
省

霞
ヶ
浦
地
区

過
疎
指
定

誰
の
た
め
の
施
設
？
？

2.9
㌶
の
購
入
予
定
地
の
奥
に
見
え
る
日
立
の
社
宅
群

﹁
不
適
切
な
土
地
﹂更
な
る
土
壌
検
査
・
調
査
が
求
め
ら
れ
ま
す
︒

見えてきた日立社宅前の11億円2.9㌶
＜ヒ素検出地帯で検査行わず埋め戻しています＞
・ガラを除去した土は、そのままブルトーザで埋め戻し 　 
・ 10cm四方網目スケルトンバックホーで深さ2.5ｍまで掘削。
・ 土壌成分析は行わず、コンクリートガラはつくば市、小美
玉市の再生資源施設へ搬入、電子マニフェストで管理。

　　　　　　埋設物掘削除去作業（令和４年３月FM推進室資料から）

ヒ素を含む
産業廃棄物埋設土地

円
土
地
購
入
を
強
行
す

る
た
め
に
、
裁
判
で
、

な
り
ふ
り
構
わ
ぬ
反
論

と
ア
リ
バ
イ
づ
く
り
を

繰
返
し
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
の
追
及
に
よ

り
、
平
日
に
一
方
的
な

押
付
け
説
明
会
を
開
催

し
、
住
民
無
視
の
声
で

紛
糾
し
て
い
ま
す

　

都
市
計
画
整
備
委
員

会
も
開
催
せ
ず
、
裁
判

に
お
い
て
は
、
ふ
さ
わ

し
く
な
い
11
億
円
土
地

購
入
を
押
し
通
す
作
為

的
な
反
論
を
繰
返
し
て

い
ま
す
。

裁
判
で
の
作
為
的
反
論

①
住
民
無
視
の
反
論

　

市
は
、
自
動
車
を
交

通
手
段
と
す
る
方
々
の

施
設
と
し
て
、
住
民
の

た
め
の
歩
い
て
通
え
る

場
所
は
不
適
切
と
し
て

公
然
と
ふ
れ
あ
い
公
園

建
設
案
を
否
定
し
て
い

ま
す
。

②
調
整
池
の
公
園
整
備

　

ふ
れ
あ
い
公
園
建
設

案
を
つ
ぶ
す
た
め
、
調

整
池
を
公
園
と
し
て
整

備
す
る
予
定
を
変
更
し

ま
し
た
。

　

当
初
、
非
灌
水
時
に

は
多
目
的
運
動
広
場
と

し
て
灌
水
時
に
排
水
す

る
計
画
で
し
た
。

　

こ
の
地
は
今
も
普
段

は
畑
で
す
。
こ
れ
を
急

遽
変
更
し
「
危
険
な
調

整
池
」
を
設
置
し
、
複

合
施
設
公
園
に
不
適
切

と
し
て
、
反
論
の
理
由

に
し
て
い
ま
す
。

③
木
を
見
て
森
を
見
ず

　
市
財
政
逼
迫
の
弁
明

　

過
疎
に
至
っ
た
全
体

財
政
の
逼
迫
に
は
触
れ

ず
に
、
巧
妙
に
日
立
の

土
地
購
入
の
補
助
金
に

す
り
替
え
て
、
市
は
あ

れ
や
こ
れ
や
と
反
論
し

て
い
ま
す
。

　

立
地
適
正
化
計
画
は

建
設
地
を
ふ
れ
あ
い
公

園
に
見
直
し
、
修
正
を

か
け
、
補
助
金
を
有
効

に
使
う
べ
き
で
す
。

財
政
力
指
数
の
悪
化

　

総
務
省
の
霞
ヶ
浦
地

区
過
疎
指
定
理
由
は
、

人
口
減
少
と
財
政
力
指

数
の
悪
化
で
す
。

　

市
の
一
般
会
計
は
財

政
調
整
基
金
を
５
億
８

千
万
円
も
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
採
算
が
取
れ
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

財
政
調
整
基
金
の
残
高

見
込
み
は
６
億
円
で
極

め
て
危
険
な
状
態
に
あ

り
ま
す
。

霞
ヶ
浦
地
区
の
深
刻
な

過
疎
と
拡
が
る
過
疎
地

●
高
校
生
に
な
る
と
家

族
に
よ
る
神
立
駅
ま
で

の
送
迎
が
毎
日
続
き
ま

す
。

●
霞
ヶ
浦
地
区
は
神
立

ラ
イ
ン
バ
ス
を
走
ら
せ

る
た
め
に
「
交
通
空
白

地
帯
」
に
さ
れ
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
廃
止
議

案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
運
動
で
復
活
し

ま
し
た
が
、
値
上
げ
さ

れ
、
し
か
も
協
同
病
院

へ
は
行
け
ま
せ
ん
。

●
唯
一
の
公
共
交
通
で

あ
っ
た
あ
じ
さ
い
号
は

廃
止
、
地
域
の
周
回
ミ

ニ
バ
ス
復
活
は
過
疎
対

策
の
重
点
策
で
す
。

●
保
育
所
に
あ
る
狭
い

南
小
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
改
善
や
牛
渡
と

志
士
庫
の
閉
校
小
学
校

体
育
館
の
耐
震
工
事
は

放
置
さ
れ
続
け
閉
鎖
常

態
で
す
。

●
千
代
田
中
地
区
の
閉

校
小
学
校
も
、
築
10
年

の
志
筑
小
学
校
を
含
め

４
校
が
閉
鎖
、
避
難
所

も
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。

過
疎
人
口
は
２
万
人
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

●
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
改
正
で
負
担
増
と

な
る
世
帯
３
割
世
帯
数

が
1
８
８
５
。
年
金
所

得
、
子
育
て
世
帯
が
値

上
げ
、
救
済
額
２
千
１

２
５
万
円
が
必
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
過
疎
・
交

通
空
白
地
帯
の
対
策
、

国
保
の
対
策
財
源
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

公
正
公
平
な
財
政
改

革
は
待
っ
た
無
し
で
す
。

　

不
要
な
11
億
円
の
土

地
購
入
、
税
金
の
無
駄

遣
い
の
余
裕
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

日
立
の
土
地
購
入
差

止
め
裁
判
は
5
月
20
日

に
結
審
し
、
９
月
９
日

に
判
決
が
下
さ
れ
ま
す
。

　

市
長
選
で
議
論
し
て

参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
立
の
2.9
㌶
の
埋
設

物
撤
去
も
巧
妙
に
土
壌

分
析
を
回
避
し
な
が
ら

売
却
を
強
行
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

用
地
契
約
差
止
裁
判
で
の
市
の
反
論

（
裁
判
の
準
備
書
面
か
ら
の
抜
粋
）



令和４年５月吉日令和４年 春号 したら健夫の市政報告 （2）

坪井市長引退表明、相次ぐ出馬表明、４氏による7月市長選か？坪井市長引退表明、相次ぐ出馬表明、４氏による7月市長選か？
2.9㌶日立土地購入契約強行を止め、慎重に調査検討し、新市長選出後の新体制で継続審議を！
徒歩や自転車でも行ける市街地中央に2階300坪図書館のより良い施設を建設しましょう！徒歩や自転車でも行ける市街地中央に2階300坪図書館のより良い施設を建設しましょう！

二つの署名へのご協力を！ ２０２２年４月

文化・交流センターを考える会 代表者　梅澤 良正
かすみがうら市稲吉東3-4-6

二つの署名

検討されていた（図書館）複合交流施設　２階建てプランのパース
中心市街地土地利用基本構想＜業務報告書＞　令和２年３月

●「複合交流拠点施設整備用地取得費11億円の再検討を求める請願書」
　　（一次ストップして、市民を交えて計画を再検討すること）
●「 複合交流拠点施設整備用地取得費11億円の認可をしないことを求め

る要請書」（判決が出されるまで「認可」をしないこと）

　

坪
井
市
長
は
４
月

12
日
、
７
月
の
次
期

市
長
選
に
不
出
馬
を

表
明
し
ま
し
た
。

　

市
長
選
に
は
４
氏

が
立
候
補
表
明
し
、

運
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

３
氏
が
財
政
逼
迫

下
で
複
合
交
流
拠
点

整
備
の
進
め
方
を
述

べ
て
い
ま
す
。
市
長

選
で
議
論
に
な
る
の

は
必
至
の
情
勢
で
す
。

日
立
2.9
㌶
11
億
円
の

土
地
購
入
・
複
合
施

設
建
設
へ
の
立
場
は

以
下
の
通
り
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
市
長

選
立
候
補
表
明
の

「
金
子
と
し
あ
き
氏
」

は
「
複
合
交
流
施
設

の
整
備
」
に
「
民
間

企
業
の
活
力
導
入
を

通
じ
、
市
の
財
政
負

担
を
抑
え
な
が
ら
、

市
民
の
と
っ
て
魅
力

的
な
交
流
設
備
整
備

を
進
め
る
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

３
月
30
日
表
明
の

「
み
や
じ
ま
謙
氏
」

「
市
民
に
愛
さ
れ
る

図
書
館
・
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
整
備
に
全

力
！
と
し
て
「
計
画

を
全
面
的
に
見
直
し
、

よ
り
多
く
の
皆
様
が

徒
歩
や
自
転
車
で
も

行
け
る
市
街
地
中
央

に
、
市
民
に
愛
さ
れ

る
図
書
館
・
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
の
整
備

を
進
め
る
」
と
し
て

い
ま
す
。

　

４
月
19
日
表
明
の

「
久
松
公
生
氏
」
は

「
坪
井
市
長
の
政
策

を
評
価
、
継
続
し
て

い
く
」「
市
の
負
担
を

最
大
限
に
軽
減
し
た

非
常
に
有
利
な
制
度

を
活
用
し
た
事
業
と

い
え
る
。
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
ま

た
と
な
い
絶
好
の
機

会
だ
と
提
言
し
た
。
」

と
し
て
い
ま
す
。

「
古
橋
智
樹
氏
」

「
３
㌶
購
入
土
地
利

用
の
調
査
検
証
を
追

加
す
べ
き
」
と
主
張

し
て
い
ま
す
。

　

市
長
選
で
厳
し
く

議
論
さ
れ
審
判
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
で
す
。

　
坪
井
執
行
部
は
、

７
月
10
日
の
市
長
選

後
に
土
地
購
入
契
約

を
実
施
す
べ
き
で
す
。

　

市
長
選
で
審
判
が

下
さ
れ
ま
す
。
日
立

の
用
地
契
約
差
止
の

住
民
訴
訟
裁
判
が
結

審
と
な
り
判
決
が
９

月
９
日
に
下
さ
れ
ま

す
。

　

11
億
土
地
購
入
の

再
検
討
を
求
め
る
請

願
署
名
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
民
に
愛
さ
れ
る

図
書
館
・
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
の
整
備
計

画
を
慎
重
に
す
す
め
、

新
市
長
の
新
体
制
で

議
論
す
べ
き
で
す
。

木
を
見
て
森
を
見
ず
。

市
財
政
逼
迫
の
弁
明

　

財
政
に
無
駄
遣
い

の
余
裕
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

財
政
力
指
数
の
悪

化
で
総
務
省
に
よ
り

霞
ヶ
浦
地
区
が
過
疎

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

過
疎
化
は
千
代
田

中
地
区
に
も
拡
が
り

２
万
人
に
達
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
人

口
は
２
万
人
で
す
。

外
国
人
は
１
２
０
０

名
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
万
人
の
過
疎
地
、

２
万
人
の
市
街
地
の

か
た
が
た
双
方
に
、

納
税
者
・
生
活
者
・

利
用
者
に
校
正
で
公

平
な
施
策
と
無
駄
を

な
く
し
た
予
算
配
分

こ
そ
が
必
要
で
す
。

な
り
ふ
り
構
わ
な
い

税
金
無
駄
遣
い
連
発

　

坪
井
市
政
は
11
億

円
の
無
駄
な
土
地
購

入
に
加
え
て
、
返
還

が
決
ま
っ
て
い
た
第

2
常
陸
の
公
園
の
購

入
、
理
不
尽
な
市
が

使
っ
て
い
な
か
っ
た

霞
台
旧
施
設
解
体
の

費
用
負
担
等
を
相
次

い
で
議
会
に
提
案
し

て
い
ま
す
。

宮
嶋
謙
議
員

理
不
尽
な
一
般
会

計
に
部
分
修
正
案

を
提
出

①
複
合
交
流
拠
点

施
設
等
整
備
事
業

に
お
け
る
2.9
㌶
用

地
取
得
費
、
実
施

設
計
業
務
委
託
費

等
11
億
７
４
１
４

万
４
千
円

②
市
が
構
成
外
で

あ
っ
た
霞
台
旧
施

設
解
体
調
査
設
計

業
務
委
託
料
の
か

す
み
が
う
ら
市
負

担
分
３
９
９
万
９

千
円

③
４
年
前
返
還
が

決
ま
っ
て
い
た
第

2

常
陸
の
公
園

の
用
地
取
得
費

１
９
０
０
万
円

一
般
会
計
か
ら
３

案
件
を
除
外
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

　

矢
口
龍
人
議
員
、

佐
藤
文
雄
議
員
、
設

楽
議
員
が
修
正
案
に

賛
成
の
討
論
、
川
村

成
二
議
員
が
反
対
討

論
、
賛
成
少
数
で
否

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
切
な
税
金
で
す
。

　

合
併
当
時
か
ら
の

市
街
地
住
民
の
願
い

で
あ
る
図
書
館
・
交

流
セ
ン
タ
ー
は
「
財

政
の
無
駄
遣
い
で
あ

る
」
11
億
円
の
土
地

購
入
を
止
め
、
徒
歩

や
自
転
車
で
も
行
け

る
市
街
地
中
央
の
市

有
地
を
活
用
し
、
整

備
を
進
め
る
こ
と
で

す
。
市
長
選
で
議
論

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

11
億
円
の
土
地
購

入
契
約
強
行
は
許
さ

れ
な
い
暴
挙
で
す
。

市
長
・
副
市
長
は﹁
ヒ
素
化
合
物
﹂を
含
む

産
廃
埋
設
を
知
っ
て
い
た
︒

平
成
29
年
３
月
３
日
決
済︵
前
号
訂
正
︶

　

起
案
書
抜
粋︵
神
立
駅
西
口
︶停
車
場
線
予
定
地

の﹁
一
部
か
ら
廃
棄
物
が
確
認
さ
れ
た
︒本
年
度
発
注

30
ｍ
区
間
か
ら
も
廃
棄
物
が
確
認
︑廃
棄
物
の
埋
設

状
況
か
ら
筑
波
ハ
ウ
ス
駐
車
場
敷
地
の
広
範
囲
に
埋

設
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
ま
す
︒道
路
工
事
発
注
済

区
間
の
除
去
お
よ
び
処
分
に
つ
い
て︵
株
︶日
立
製
作

所
と
協
議
を
重
ね
︑覚
書
を
作
成
し
ま
し
た
︒締
結

し
て
よ
ろ
し
い
か
﹂ 

　
　
　

 　
︵
３
月
３
日
市
長
副
市
長
の
決
済
印
︶

令
和
3
年
5
月
31
日

合
意
書︵
抜
粋
︶

甲　
︵
株
︶日
立
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
ダ
ク
ツ

乙 　
か
す
み
が
う
ら
市

第
２
条︵
1
︶売
買
目
的
及
び
代
金

➁
売
買
代
金
に
つ
い
て
は
︑売
買
契
約
時
に
再
度
不

動
産
鑑
定
評
価
を
行
い
︑正
式
に
は
売
買
契
約
で
定

め
る
︒

︵
３
︶本
物
件
の
引
渡
し
等
等

➀
本
物
件
の
引
渡
し
は
２
０
２
３
年
3
月
31
日
ま
で

に
行
う
︑

➁
甲
は
2
０
２
２
年
3
月
31
日
ま
で
に
︑本
物
件
の

地
中
に
存
す
る
埋
設
物
の
撤
去
を
行
う
︒本
物
件
引

渡
し
前
に
︑甲
乙
の
双
方
で
埋
設
物
撤
去
の
確
認
を

お
こ
な
う
︒

➂
本
物
件
引
渡
し
後
に
新
た
に
越
境
物
等
が
発
見

さ
れ
︑か
つ
当
該
越
境
物
等
の
解
消
が
必
要
な
場
合

は
甲
乙
協
議
の
上
対
応
す
る


